
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

の
要

点
 

 利
用
者
名
 
 
 

 
Ａ
 
 
 
殿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
者
(
担
当
者
)
氏
名
 
 
 

Ｋ
 
 
 
 
 

 

開
催
日
 

平
成
2
4
年
8
月
2
4
日
 
 
 
 
 

開
催
場
所
 
老
人
保
健
施
設
 
Ｗ
苑
 
 
会
議
室
 

 
 

 
開
催
時
間
 

1
5
:
0
0
～
1
5
:
3
0
 
 
 
 
 

開
催
回
数
 

３
回
 

 会
議

出
席

者
 

所
 
属
(
職
種
)
 

氏
 
名
 

所
 
属
(
職
種
)
 

氏
 
名
 

所
 
属
(
職
種
)
 

氏
 
名
 

本
人
 

Ａ
 

Ｗ
苑
（
支
援
相
談
員
）
 

Ｈ
 

Ｗ
苑
（
介
護
職
員
）
 

Ｔ
 

家
族
（
夫
）
 

Ｂ
 

Ｗ
苑
（
看
護
師
）
 

Ｎ
 

Ｗ
苑
（
管
理
栄
養
士
）
 

Ｕ
 

家
族
（
長
女
）
 

Ｃ
 

Ｗ
苑
（
理
学
療
法
士
）
 

Ｓ
 

Ｗ
苑
（
介
護
支
援
専
門
員
）

Ｋ
 

検
討

し
た

項
目

 
今
後
の
方
向
性
の
確
認
 

①
今
後
の
生
活
に
対
す
る
意
向
 
 
②
入
居
後
の
状
況
と
今
後
の
ケ
ア
 
 
③
自
宅
の
環
境
・
介
護
力
 
 
④
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
確
定
 

検
討

内
容

 
①
本
人
の
意
向
・
・
・
・
・
「
自
宅
に
帰
り
た
い
。
お
父
さ
ん
さ
ん
や
娘
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
」
 

家
族
（
夫
）
の
意
向
・
・
「
心
配
す
れ
ば
き
り
が
な
い
け
れ
ど
、
施
設
で
介
護
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
家
で
看
て
や
り
た
い
。
」
 

家
族
（
長
女
）
の
意
向
・
「
私
も
父
と
一
緒
に
介
護
の
仕
方
を
教
え
て
も
ら
い
、
自
宅
で
介
護
す
る
こ
と
に
自
信
を
も
ち
た
い
。
」
 

②
入
居
後
の
状
況
と
今
後
の
ケ
ア
 

＜
医
師
-
事
前
に
聴
取
＞
脳
梗
塞
の
再
発
防
止
の
た
め
に
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。
糖
尿
病
は
内
服
薬
中
止
の
ま
ま
で
よ
い
。
食
事
の
摂
取
量
を
増
や
す
努

力
を
す
る
。
好
き
な
物
を
食
べ
て
も
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
褥
瘡
の
治
り
も
よ
く
な
る
。
 

＜
看

護
＞

血
圧

は
内

服
に

よ
り

安
定

し
て

い
る
。
食
事
量
が
少
な
い
こ
と
に
つ
い
て
管
理
栄
養
士
と
対
応
を
考
え
る
。
食
事
摂
取
は
ゆ
っ
く
り
だ
が
、
む
せ
は
ほ

ぼ
な
い
。
毎
食
後
の
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
。
褥
瘡
は
改
善
し
て
き
て
い
る
。
 

＜
理

学
療

法
士

＞
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
は
消
極
的
。
自
宅
に
帰
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
移
乗
動
作
の
改
善
と
座
位
の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目

標
と
し
た
い
。
ベ
ッ
ド
と
車
い
す
、
車
い
す
と
ト
イ
レ
の
移
乗
動
作
が
軽
介
助
で
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
す
る
。
(
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
作
成
)
 

＜
管

理
栄

養
士

＞
入

居
時

よ
り

体
重

が
増

加
し
て
い
る
が
、
B
M
I
値
を
考
え
る
と
あ
と
3
K
g
く
ら
い
体
重
が
増
え
る
と
よ
い
。
目
標
は
食
事
の
８
割
摂
取
だ
が
、
食

事
量
が
少
な
い
時
は
栄
養
補
助
食
品
を
継
続
す
る
。
好
物
の
和
菓
子
を
食
べ
る
こ
と
は
医
師
か
ら
承
諾
を
得
て
い
る
。
 

＜
介
護
＞
7
/
7
～
積
極
的
な
声
か
け
に
よ
り
、
お
話
す
る
回
数
は
増
え
て
い
る
。
苑
の
生
活
に
も
慣
れ
て
き
た
様
子
。
食
事
は
自
力
摂
取
時
に
は
見
守
り
、
そ
の
後

介
助

を
し

て
い

る
が

、
食

欲
の

な
い

様
子

の
時
は
無
理
に
は
勧
め
て
い
な
い
。
移
乗
は
全
介
助
で
あ
る
が
協
力
動
作
が
あ
る
。
排
泄
は
遠
慮
し
な
い
で
知
ら
せ

て
ほ
し
い
。
歌
の
会
に
は
毎
回
参
加
し
て
い
る
。
 

＜
支

援
相

談
員

・
介

護
支

援
専

門
員

＞
自

宅
に
帰
る
と
い
う
方
針
変
更
に
よ
り
、
ご
本
人
の
生
活
へ
の
意
欲
が
改
善
す
る
こ
と
を
支
援
し
た
い
。
ご
家
族
に
は
食

事
や
お
や
つ
の
時
間
に
職
員
か
ら
介
護
の
指
導
を
受
け
、
ひ
き
続
き
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
介
護
技
術
の
指
導
は
多
職
種
で
行
う
。
 

③
自
宅
内
の
環
境
・
介
護
力
：
一
戸
建
て
。
1
階
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
（
ト
イ
レ
は
車
い
す
が
半
分
し
か
入
ら
な
い

。
浴
室
は
シ
ャ
ワ
ー
可
能
。
）
1
2
畳
の
自
室
あ
り
。

陽
あ

た
り

が
よ

い
。

近
隣

と
の

付
き

合
い

が
あ
る
。
介
護
力
：
夫
8
2
歳
で
あ
る
が
健
康
に
は
問
題
が
な
い
。
長
女
週
に
1
～
2
日
の
介
護
が
可
能
。
介
護
保
険
制

度
の
利
用
歴
が
あ
る
。
1
か
月
に
負
担
で
き
る
金
額
は
本
人
の
年
金
の
範
囲
内
(
6
.
5
万
円
程
度
）
。
 

④
3
ヶ
月
以
内
に
家
に
帰
る
こ
と
が
目
標
。
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
計
画
（
原
案
）
の
一
部
を
変
更
す
る
。
 

結
論

 
3
ヶ
月
以
内
に
自
宅
に
帰
る
こ
と
を
目
標
に
、
食
事
摂
取
、
移
乗
動
作
、
座
位
の
向
上
に
つ
い
て
、
ご
本
人
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
。
家
族
に
介
護
指

導
を
行
う
。
自
宅
で
の
入
浴
や
排
せ
つ
等
は
、
介
助
方
法
や
住
宅
改
修
、
福
祉
用
具
の
活
用
等
を
検
討
す
る
。
 

残
さ

れ
た

課
題

 
 
(次

回
の

開
催

時
期

) 

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
内
容
を
確
認
し
、
目
標
達
成
の
進
捗
状
況
を
確
認
す
る
。
（
次
回
開
催
１
ヶ
月
後
予
定
）
 

 第
５
表

 
老

健
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施
設

介
護

支
援

経
過

抜
粋

利
用

者
名

 
 

 
Ａ

 
 

 
 

殿
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

施
設

サ
ー

ビ
ス

計
画

作
成

者
氏

名
 
 
 
Ｋ

 
 
 

年
月

日
 

内
 
 
 
 
容

 
年

月
日

 
内

 
 
 
 
容

 

第
６

表

老
健

 

2
4
.
5
.
2
5
.
（
金
）
 

＜
相
談
＞
長
女
来
苑
。
8
0
歳
女
性
(
続
柄
母
)
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
 

2
4
.
7
.
7
.
(
土
)

2
4
.
7
.
1
3
.
(
金
)

1
3：

3
0
～
1
4：

3
0

1
5
：
0
0

2
4
.
6
.
5
.
(
火
)

入
所
検
討
会
議
に
て
、
入
所
決
定
と
な
る
。
 

2
4
.
6
.
2
2
.
(
金
)
 

1
4
:
0
0
～

1
4
:
2
5

1
1
:
0
0
～

1
1
:
3
0

1
4
:
3
0
～

1
5
:
0
0

2
4
.
6
.
2
8
．
(
木
)

脳
梗
塞
を
再
発
症
し
、
今
年

1
月
に
入
院
、
そ
の
後
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
で
３
ヶ
月
間
入
院
、
療
養
型
病
院
に
転
院
し
た
。

家
族
（
夫
・
長
女
）
は
自
宅
で
介
護
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
が
、
本
人
の
意
欲
が
乏
し

く
、
今
の
様
子
で
は
自
宅
に
戻
っ
て
も
夫
の
負
担
が
大
き
い
。

老
人
保
健
施
設
に
入
所
し
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
自
宅
に
帰
さ
せ
た
い
と

考
え
て
い
る
、
と
い
う
相
談
内
容
で
あ
っ
た
。
施
設
の
見
学
を
行
い
、
入
所
希
望
の
意
思

を
確
認
。
入
所
に
関
す
る
書
類
を
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

＜
入
所
＞
夫
、
長
女
と
来
苑
。
3
階
に
入
所
と
な
る
。

印
象
と
し
て
笑
顔
な
く
活
気
も
な
い
。
言
葉
か
け
に
は
う
な
ず
く
だ
け
で
あ
っ
た
。
 

サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
を
開
催
し
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
書

(
暫
定

)
、
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
実
施
計
画
書
、
栄
養
計
画
書
の
説
明
を
家
族
に
行
い
同
意
を
得
た
。
 

長
女
｢
右
利
き
右
麻
痺
の
た
め
食
事
の
際
、
疲
れ
て
し
ま
い
、
食
事
を
や
め
て
し
ま
う
の

で
介

助
を

お
願

い
し

ま
す
。
遠

慮
が

ち
な

と
こ

ろ
も

あ
り

ま
す
。
部

屋
に

一
人

に

な
ら

な
い

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。
」
と

希
望

し
た
。
夕

食
時

自
力

摂
取

さ
れ

な

い
た
め
介
助
を
行
っ
た
。
3
、
4
口
食
べ
た
と
こ
ろ
で
首
を
振
り
、
そ
れ
以
上
召
し

上
が
ら
な
か
っ
た
。
 
 

＜
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
会
議
開
催
＞
長
女
同
席
。

①
食
事
が
少
な
い
：
栄
養
補
助
食
品
を
提
供
し
な
が
ら
、
栄
養
改
善
に
努
め
る
。

②
臥

床
時

間
が

長
い
：
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン
、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
、
歌

の
会

に
 
 

誘
う
等
生
活
の
活
性
化
を
図
る
。
(
現
在
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
消
極
的
で
、

関
節
可
動
域
訓
練
を
行
う
程
度
で
あ
る
。
）
 

＜
じ
ょ
く
瘡
＞
 

　
臀
部
に
表
皮
剥
離
（
2
c
m
×
2
c
m
）
発
生
。

　
来
苑
し
て
い
た
長
女
・
夫
に
報
告
す
る
。

夫
「
食
事
を
食
べ
な
い
の
で
、
食
べ
ろ
と
は
言
う
の
で
す
が
、
あ
ま
り
言
っ
て
も
余
計
に

食
べ

な
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
。
食

事
が

摂
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
ら
、
家

に
帰

れ

る
と
い
う
の
で
す
が
、
ど
う
に
も
…
。
」
 

本
人
に
「
家
に
帰
り
た
い
で
す
か
？
」
と
聞
く
と
大
き
く
う
な
ず
く
。

夜
間
、
尿
意
が
あ
る
が
、
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
を
押
す
の
を
遠
慮
し
て
い
る
様
子
。

意
欲

の
向

上
を

狙
い
、
職

員
は

積
極

的
に

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

と
る

こ
と

と

し
、
夕
方
の
申
し
送
り
で
、
早
勤
・
日
勤
・
遅
勤
者
が
必
ず

1
回
以
上
、
話
 
か
け
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
と

る
こ

と
と

し
た
。
ま

た
本

人
の

好
物

を
家

族
 
か

ら
預

か

り
、
補
食
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
に
し
た
（
医
師
確
認
済
み
）
。

＜
相
談
＞
長
女
来
苑
。

　
自
宅
に
戻
る
た
め
に
、
入
所
し
た
が
、
本
人
は
意
欲
が
な
く
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

も
進

ん
で

い
な

い
、
自

分
の

家
の

近
く

の
施

設
に

移
る

こ
と

を
考

え
て

い
る

と
話

す
。
 
今
ま
で
の
施
設
で
も
在
宅
復
帰
の
検
討
し
て
き
た
は
ず
だ
が
、
実
現
し
な
か
っ

た
理
由
を
確
認
す
る
た
め
、
長
女
に
聴
く
。
 

長
女
「
本
人
は
う
ま
く
話
せ
な
い
け
ど
、
自
宅
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
思
う
 
 
 

が
、
父
や
自
分
に
負
担
を
か
け
る
の
が
申
し
訳
な
い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
再

発
作

前
に

自
宅

に
い

た
時

は
父

が
介

護
を

し
て

い
た
。
今

度
家

に
帰

る
時

に
は
 
 

父
だ
け
で
な
く
、
私
も
介
護
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
気
持
ち
は
あ
る
が
、

自
分
に
で
き
る
か
ど
う
か
不
安
…
。
」
 

　
夫
や
長
女
が
介
護
方
法
を
習
得
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
、
本
人
も
自
宅
に
帰
る
こ

と
に
前
向
き
に
な
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
夫
・
長
女
の
来
所
時
に
少
し
ず

つ
介
護
指
導
を
行
っ
て
は
ど
う
か
を
考
え
、
生
活
相
談
員
、
看
護
師
、
 
介
護
主
任
に

相
談
を
す
る
。
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施
設

介
護

支
援

経
過

抜
粋

利
用
者
名
 

 
Ａ

 
 
 
 
 
殿
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
施
設

サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成
者
氏
名
 
 
 
Ｋ
 
 
 

年
月
日
 

内
 

 
 
 
容
 

年
月
日
 

内
 
 
 
 
容
 

第
６

表

＜
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
＞

＜
家

族
指

導
＞

食
事

介
助

、
口

腔
ケ

ア
、
着

脱
の

介
助

方
法

を
指

導
。
口

腔
ケ

ア
は

図
解

し

た
も

の
も

渡
す

。
夫
「

母
ち

ゃ
ん

の
た

め
に

踏
ん

張
ら

ね
ば

。
」
の

発
言

に
、

本
人

は
涙

を
浮

か
べ

、
夫

の
腰

の
あ

た
り

2
、
3
度

叩
き

喜
ん

で
い

た
。

＜
家

族
指

導
＞

夫
、
長

女

・
食

事
介

助
と

移
乗

介
助

の
指

導
を

行
う

。

　
長

女
は

食
事

介
助

、
移

乗
介

助
と

も
に

マ
ス

タ
ー

し
て

い
る

。

　
夫

は
食

事
介

助
は

で
き

る
が

、
移

乗
介

助
は

十
分

で
は

な
い

。
し

か
し

本
人

の
立

位
姿

勢

が
安

定
し

て
き

た
こ

と
で

｢
だ

い
ぶ

良
く

な
っ

て
き

ま
し

た
ね

。
｣
と

話
す

。
 

＜
面

接
＞

本
人

・
夫

・
長

女

・
退

所
日

に
つ

い
て

、
家

族
よ

り
1
1
月

初
め

を
希

望
さ

れ
る

。

・
在

宅
支

援
に

関
し

て
は

、
入

院
前

の
介

護
支

援
専

門
員

に
依

頼
し

た
い

と
い

う
希

望
 
が

あ
り

、
家

族
か

ら
連

絡
を

す
る

と
い

う
こ

と
。
退

所
に

際
し

、
必

要
な

書
類

の
説

明
を

し

て
、
準

備
を

す
る

こ
と

を
伝

え
た

。

＜
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

＞

　
退

所
後

に
担

当
す

る
居

宅
介

護
支

援
事

業
所

の
Ｍ

介
護

支
援

専
門

員
が

来
所

、
施

設
か

ら
は

支
援

相
談

員
、
看

護
職

員
、
介

護
職

員
、
理

学
療

法
士

、
Ａ

さ
ん

と
長

女
を

交
え

、
Ａ

さ
ん

の
現

在
の

状
況

の
確

認
と

退
所

後
の

生
活

を
話

し
合

う
。

　
理

学
療

法
士

か
ら

、
退

所
後

の
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

継
続

の
た

め
の

評
価

表
と

サ
マ

リ
ー

を
渡

す
。

退
所

日
前

日

　
夕

食
時

に
食

事
の

席
で

Ｃ
Ｄ

デ
ッ

キ
か

ら
流

れ
て

く
る

懐
メ

ロ
を

聞
き

な
が

ら
口

ず

さ
ん

で
い

る
。
隣

席
の

利
用

者
と

歌
手

名
、
曲

名
に

つ
い

て
語

り
合

っ
て

い
る

。
初

め
て

み
る

光
景

で
あ

っ
た

。

〈
退

苑
日

〉

夫
、
長

男
、
長

女
、
孫

が
迎

え
に

く
る

。
外

出
着

、
化

粧
を

し
て

い
る

本
人

に
、
孫

が
 
｢
お

ば

あ
ち

ゃ
ん

、
き

れ
い

だ
よ

。
｣
と

言
わ

れ
嬉

し
そ

う
で

あ
っ

た
。

＜
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
＞

①
食

事
:
7
月

2
2
日

を
境

に
食

事
は

自
力

で
5
割

程
度

摂
取

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

　
食

べ
こ

ぼ
し

が
多

い
が

最
初

は
見

守
り

、
途

中
か

ら
介

助
を

し
て

い
る

。

　
家

族
の

来
所

時
に

、
栄

養
士

か
ら

ト
ロ

ミ
の

つ
け

方
を

指
導

、
看

護
師

か
ら

は
む

せ

ず
に

お
い

し
く

食
べ

る
た

め
の

介
護

指
導

を
行

い
、
家

族
も

介
護

方
法

を
徐

々
に

習

得
す

る
。

　
栄

養
士

か
ら

、
自

宅
に

帰
っ

て
か

ら
特

別
な

食
事

を
用

意
す

る
の

が
大

変
な

ら
、
金

銭
が

か
か

る
が

、
特

別
食

を
宅

配
す

る
会

社
が

あ
る

と
情

報
提

供
を

受
け

る
。

②
臥

床
時

間
は

や
や

減
少

：
歌

の
会

に
は

参
加

し
て

い
る

。
座

位
が

不
安

定
で

あ
る

た

め
ク

ッ
シ

ョ
ン

の
検

討
を

し
て

い
る

。
じ

ょ
く

瘡
は

改
善

さ
れ

て
い

る
。
 
ワ

セ
リ

ン
・

パ
ッ

ト
対

応
は

継
続

と
看

護
か

ら
報

告
が

あ
っ

た
。

＜
相

談
＞

本
人

、
夫

、
長

女

長
女

宅
近

く
に

あ
る

老
健

へ
の

入
所

を
考

え
て

い
た

が
「

自
宅

に
帰

る
」
と

目
標

を

変
更

し
た

。

＜
日

常
生

活
＞

食
事

量
は

改
善

傾
向

、
入

所
後

初
め

て
朝

食
を

全
量

摂
取

し
た

。

今
日

は
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
休

み
で

あ
っ

た
が
「

リ
ハ

ビ
リ

、
な

い
の

？
」
と

職
員

に
尋

ね
た

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

し
関

心
を

持
っ

て
い

る
と

感
じ

た
。
 

＜
自

宅
訪

問
＞

本
人

、
長

女
、
夫

、
理

学
療

法
士

と
と

も
に

自
宅

訪
問

。
 

本
人

は
暫

く
ぶ

り
の

帰
宅

で
あ

り
、

住
み

慣
れ

た
部

屋
か

ら
窓

を
外

を
眺

め
て

い
る

。

「
あ

の
山

を
見

て
季

節
の

移
り

変
わ

り
を

感
じ

て
い

た
の

。
」
と

涙
ぐ

ま
れ

る
。
 

理
学

療
法

士
は

自
宅

の
間

取
り

や
車

い
す

で
の

生
活

が
可

能
か

検
討

し
た

。

自
宅

は
バ

リ
ア

フ
リ

ー
と

な
っ

て
い

る
が

、
ト

イ
レ

は
狭

く
車

い
す

が
半

分
し

か
入

ら

な
い

。
シ

ャ
ワ

ー
は

可
能

。
家

族
介

護
と

介
護

サ
ー

ビ
ス

を
利

用
し

な
が

ら
生

活
が

で

き
る

環
境

で
あ

る
。
 

＜
サ

ー
ビ

ス
担

当
者

会
議

開
催

＞

＜
在

宅
復

帰
に

向
け

た
フ

ロ
ア

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
開

催
＞

 

2
4
.
7
.
2
6
.
（

木
）

2
4
.
9
.
1
4
（

金
）

1
2
:
0
0
～

1
4
:
0
0

1
6
:
3
0
～

1
7
:
0
0

1
4
:
3
0
～

1
6
:
0
0

2
4
．

1
0
.
2
5
（

木
）

1
5
:
0
0
～

1
6
:
0
0

2
4
.
1
0
.
2
0
.
(
土

)
 

2
4
.
8
.
1
0
.
(
金

）

1
4
:
0
0
～

1
4
:
4
0

2
4
.
8
.
1
5
.
(
水

）

9
:
4
5

2
4
.
8
.
2
1
.
(
火

）

1
4
:
0
0
～

1
4
:
5
0

2
4
.
8
.
2
4
.
(
金

)
2
4
.
1
1
.
3
.
（

土
）

2
4
.
1
1
.
2
.
(
金

)
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リハビリテーション実施計画書（１）

計画評価実施日：　平成 24年  8月 22日　　

利用者氏名：　Ａ　様　　性別：　男　・　女　　生年月日　Ｍ　・　Ｔ　・　Ｓ　　6年12月　日（80歳）　要介護度：要介護３

健康状態（原因疾患・発症・受傷日等） 合併疾患・コントロール状態 心身機能

（高血圧・心疾患・呼吸器疾患・糖尿病等） 　■運動機能障害：

多発性脳梗塞 高血圧、心筋梗塞、糖尿病 　　　車いす

（平成２３年２月、２４年１月） 生活不活発病（廃用症候群） 　□感覚機能障害：

　発生原因がわかる場合はその内容

　□高次脳機能障害：

参加　　　　　　　主目標（コロン（：）後に具体的内容を記入） 　□拘縮（部位）：

入所中の場合の退所先　■自宅　□その他：　　　　　　　　　　　　□退所予定
家庭内役割（家事への参加等）：妻 　□関節痛（部位）：

社会活動：退所後ご近所づきあい
外出（内容・頻度等）：なし　8/21退所に向けて一時帰宅（PT同行） 　□その他：

余暇活動（内容・頻度等）：集団レクリエーション（毎日）、歌の会（週１回）
退所後利用資源：介護支援専門員、通所リハビリテーション、その他は未定 　認知症に関する評価

現在の評価および目標 具体的なアプローチ

自
立

使用用具
杖・装具・
歩行器・
車椅子等

介護内容
つたい・もたれ

等

見
守
り

一
部
介
助

全
介
助

行
わ
ず

到達
時期

重
点
項
目

ＰＴ、ＯＴ、ＳＴが
実施する

内容・頻度等

看護、介護職員が
実施する

内容・頻度等

実施上の
留意点

日

トイレへの移動

階段昇降

屋内移動

屋外移動

老健

　　関節可動域訓練

　　筋力訓練

　　座位訓練

　　立ちあがり訓練

　○　目標　　　△　実行状況　　レ　能力

日
常
生
活
・
社
会
活
動

食事 スプーニング

摂取量の確認

嚥下観察・栄養補助食品 誤嚥の注意・予防

整容

尿意・便意あり排泄（昼）

排泄（夜）

更衣

入浴

自由会話 １日３回以上声かけしコミュニケーション

家事

外出

話す機会を増やす

行
わ
ず

使用用具
杖・装具・
歩行器・
車椅子等

チーロプアな的体具標目びよお価評の在現

自
立

見
守
り

一
部
介
助

全
介
助

到達
時期

看護、介護職員が
実施する

内容・頻度等

実施上の
留意点

重
点
項
目

ＰＴ、ＯＴ、ＳＴが
実施する

内容・頻度等

起
居
動
作

寝返り

介護内容
つたい・もたれ

等

起き上がり 移動介助

座位姿勢見守り

立ち上がり 移乗介助

座位

立位 　　立位保持訓練 （トイレ時は2人介助）

摂食・嚥下

　　(週３～４回）

　　摂食・嚥下評価

　 （随時）

○ レ△ 車いす

○△レ

車いす

車いす

滑止マット・マグカップ トロミ剤使用

コールによりトイレ介助紙パンツ・パット

紙パンツ・パット・尿器 ベッド上

その場のやり取り可能

特殊浴槽

だが消極的

レ

レ

11/30

2/28

2/28

11/30

○レ △

○ △レ

○△レ

○ △レ

○ △レ

○△レ

○△レ

○△レ

○ △レ

○ △レ

○ △レ

○ △レ

○レ △

○ △レ

○レ △

○ △レ

○ △レ

レ

レ

レ

レ

レトロミ剤使用
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リハビリテーション実施計画書（２）

ご本人の希望（　２４年　８月　２２日）

歩けるようになりたい

ご家族の希望（　２４年　８月　２２日）

食事がある程度、自分で食べられる。立ち上がり、乗り移りが軽介助でできるようになる。

生 その人らしく生活するためのポイント

活 　お食事をしっかりと食べ、体力をつけて、座っている時間を長くする。

目 　集団活動やリハビリテーションに参加して、他の入所者とコミュニケーションを図る。

標

リ その人の状態や生活環境の改善・生きがい楽しみの支援に向けての取り組み

ハ ＜リハビリテーション部＞
ビ 　・右片麻痺、筋力低下があります。立ちあがり、立位保持、移乗の動作獲得のために、筋力強化訓練を行って

リ 　　います。（短期集中リハビリテーション　週に3～4日）

テ 　・精神の活性化とコミュニケーション能力の向上のために、自由会話を行っています。また、摂食・嚥下の

｜ 　　評価を適時行い、食事がむせずに美味しく食べられるように、必要な栄養摂取ができるように、多職種で

シ     連携、対応をしていきます。

ョ   ・自宅で生活するために必要な介護について、ご家族にご指導します。

ン ＜介護部＞
プ 　・入所されて２か月が経ち、施設の環境にも慣れてきました。しかし環境の変化による不安や遠慮がまだあるよう

ロ 　　ですので、職員から積極的にお話しかけをして、コミュニケーションを図っていきます。

グ 　・心身の活性化やメリハリのある生活が送れるように、歌の会やレクリエーションに参加していただき、楽しい

ラ 　　時間を過ごしていただきます。

ム

ご本人に行ってもらうこと

お食事の摂取量を増やしていきましょう 離床時間を伸ばし グループ活動に参加しましょう

Ａ　　　　　　　　様

老健

・お食事の摂取量を増やしていきましょう。　・離床時間を伸ばし、グループ活動に参加しましょう。

ご家族に行ってもらうこと

・来苑時にお食事の見守りと促しをお願いします。・食事介助は職員と一緒に行ってください。・会話をたくさん

　してください。

病気や障害との関係で配慮すること

・食事の際、むせ込みがある時は、無理をして摂食をしないでください。（トロミ剤の検討。精神的な要素も考える。）

前回のリハビリテーション計画書作成時からの改善・変化（　２４年　　６月　２２日）

・食事摂取量はわずかに増えています。栄養補助食品は継続中です。離床時間が延びています。

・グループ活動にも参加してくださっています。　・ご家族が来苑されている時は、表情が豊かです。

備考：施設サービス計画に対する経過と意向の確認

・自宅に帰ることを目標にしています。食事、排せつに関するケアを家族に教えてください。（長女）

担 担当医 Ｅ

当 理学療法士 Ｓ 作業療法士 Ｑ 言語聴覚士 　Ｒ

チ 看護 Ｎ 介護 Ｔ

｜ 管理栄養士 Ｕ

ム 支援相談員 Ｈ 介護支援専門員　　　　Ｋ

ご本人・ご家族への説明と同意：　平成　２４年　　８月　２４日

ご本人のサイン ご家族のサイン　　 説明者サイン

Ａ 　　　Ｃ 　　Ｓ サイン

Ｅ

医師の指示

平成　２４年　　８月　２４日
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モ
ニ

タ
リ

ン
グ

表

短
期

目
標

評
価

9
/
2
8
（
介

護
T
）

 9
/
 6

（
介

護
Y
）

 9
/
1
4
（
介

護
T
）

 9
/
2
0
（Ｐ

Ｔ
　

S
）

 9
/
2
8
（
介

護
T
）

１
 
食

事
を

自
力

で
摂

取
2
4
.
9
.
1
.

1
．

　
◎

食
事
、

水
分

と
も

見
守

り
、

①
身

体
の

傾
き

が
あ

る
た

め
ク

ッ
○

右
に

傾
き

が
あ

り
○

右
に

傾
き

が
あ

り
○

体
幹
バ

ラ
ン

ス
○

右
に

傾
く

が

 
 
 
で

き
る

よ
う

に
な

る
～

一
部

介
助

で
む

せ
な

く
摂

取
　

シ
ョ

ン
を

用
い

て
姿

勢
を

整
え

る
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
使

用
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
使

用
変

化
な

し
、

苦
痛

な
し

ク
ッ

シ
ョ

ン
使

用
で

安
定

2
4
.
1
1
.
3
0
.

で
き
て

い
る

。
②

む
せ

の
有

無
を

確
認

し
、

献
立

○
○

ト
ロ

ミ
を

○
咀

嚼
・

食
塊

形
成

○
9
/
1
4
～

ト
ロ

ミ

２
 
必

要
栄

養
量

を
2
．

　
○

食
事
は

見
守

り
、

一
部

介
助

で
　

に
応

じ
ト

ロ
ミ

を
つ

け
る

魚
の

み
ト

ロ
ミ

好
ま

な
い

。
要

検
討

。
送

り
こ
み

、
嚥

下
O
K

使
用

せ
ず

。
む

せ
な

し
。

 
　

と
れ

る
8
割

程
度
摂

取
で

き
て

い
る

。
③

食
事

は
自

力
摂

取
を

見
守

り
、

○
自

力
摂

取
で

○
○

○

栄
養
補

助
食

品
は

中
止

。
　

自
力

摂
取

が
困

難
な

時
は

3
～

5
割

。
介

助
す

る
自

力
摂

取
は

3
～

5
割

。
自

己
摂
取

は
5
割

。
自

己
摂

取
は

5
割

。

食
事
に

対
す

る
意

欲
も

ア
ッ

プ
　

介
助

を
行

う
が

食
思

は
乏

し
い

。
介

助
し

7
割

程
度

。
介

助
で
7
割

摂
取

。
介

助
し

8
割

摂
取

。

し
て
い

る
。

④
食

事
摂

取
量

が
少

な
い

時
は

○
○

○
○

３
 
誤

嚥
性

肺
炎

を
予

防
3
．

　
◎

誤
嚥
性

肺
炎

は
発

症
し

て
　

栄
養

補
助

食
品

や
好

物
を

栄
養
補
助
食
品
(
プ
リ
ン
）

栄
養
補
助
食
品
(
プ
リ
ン
）

栄
養
補
助
食
品
(
プ
リ
ン
）

栄
養

補
助

食
品

中
止

　

　
 
す

る
い

な
い
。

む
せ

は
な

く
、

毎
食

　
提

供
す

る
和

菓
子

を
提

供
和

菓
子

を
提

供
和

菓
子

を
提

供
和

菓
子

は
継

続

後
の
口

腔
ケ

ア
も

実
施

で
き

⑤
口

腔
内

の
残

渣
物

を
確

認
し

○
1
日

3
回

実
施

○
1
日

3
回

実
施

○
1
日
3
回

実
施

○
1
日

3
回

実
施

て
い
て

、
口

腔
内

は
清

潔
。

　
口

腔
ケ

ア
を

行
う

　
残

渣
物

あ
り

残
渣

物
あ

り
残

渣
物
あ

り
残
渣
物
あ
り
は
変
わ
り
な
し

⑥
体

重
測

定
を

行
い

増
減

を
○

4
1
8
k
g
(
B
M
I
1
9
0
8
)

コ
メ

ン
ト

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

短
期

目
標

期
間

サ
ー

ビ
ス

内
容

抜
粋

老
健

⑥
体

重
測

定
を

行
い

増
減

を
○

4
1
.
8
k
g
 
(
B
M
I
1
9
.
0
8
)

　
確

認
す

る
7
/
2
6
よ

り
＋

1
.
3
k
g

４
 
家

族
が

介
護

技
術

を
4
．

　
×

食
事
介

助
・

口
腔

ケ
ア

は
で

き
⑦

家
族

へ
の

介
護

指
導

　
 
習

得
す

る
る

。
移
乗

介
助

・
排

せ
つ

介
助

は
で
き

な
い

。

１
 
排

泄
時

コ
ー

ル
で

2
4
.
9
.
1
.

1
．

　
◎

職
員
に

声
を

か
け

た
り

、
ナ

ー
①

コ
ー

ル
に

よ
り

排
泄

介
助

を
○

コ
ー

ル
を

○
コ

ー
ル

を
○

コ
ー
ル

を
○

職
員

に
声

を

 
 
 
知

ら
せ

る
～

ス
コ

ー
ル

で
排

泄
を

知
ら

せ
　

行
う

押
し

て
知

ら
せ

る
押

し
て

い
る

押
し

て
い
る

か
け

る
　

コ
ー

ル
を

押
す

2
4
.
1
1
.
3
0
.

て
い
る

。
②

日
中

は
介

助
で

ト
イ

レ
に

移
乗

○
○

○
○

立
位

安
定

傾
向

２
 
立

位
・

移
乗

が
一

2
．

　
○

立
位
、

移
乗

は
1
人

介
助

で
　

し
、

座
位

姿
勢

を
見

守
る

。
移

乗
介

助
は

２
人

移
乗

介
助

は
２

人
移

乗
介
助

は
２

人
で

移
乗

介
助

は
1
人

で
も

　
 
部

介
助

で
で

き
る

行
っ
て

い
る

が
、

排
泄

時
の

　
排

泄
後

の
時

は
パ

ッ
ト

交
換

を
で

実
施

。
失

禁
は

で
実

施
。

失
禁

は
実

施
。
失

禁
な

し
。

可
能

か
？

失
禁

な
し

。

移
乗
介

助
は

2
人

介
助

。
　

行
う

な
い

。
座

位
見

守
り

な
い

。
座

位
見

守
り

座
位

の
不

安
定

さ
改

善
座

位
の

不
安

定
さ

改
善

立
位
保
持
の
安
定
を
図
り
、
1
人

③
夜

間
は

尿
器

を
使

用
す

る
○

○
○

○

介
助
で

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
　

排
尿

後
の

時
は

パ
ッ

ト
交

換
を

夜
間

2
回

コ
ー

ル
あ

り
夜

間
2
回

コ
ー

ル
あ

り
夜

間
2
回

コ
ー

ル
あ

り
夜

間
2
回

コ
ー

ル
あ

り

３
 
ト

イ
レ

で
の

座
位

3
．
　

×
座

位
が

不
安

定
で

見
守

り
を

　
行

う
排

尿
後

で
パ

ッ
ト

交
換

排
尿

後
で

パ
ッ

ト
交

換
排

尿
後
で

パ
ッ

ト
交

換
排

尿
後

で
パ

ッ
ト

交
換

　
 
姿

勢
が

保
持

し
て
い
る
が
、
安
定
傾
向
で
あ
る
。

　
 
で

き
る

体
幹

バ
ラ

ン
ス

の
改

善
は

ど
う

し
た
ら

よ
い

か
、

P
T
に

確
認

。
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